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第 4 回 選手とコーチはずっと知っていた 
――打てば入るホットハンドは信じていい 
 伊藤成朗 Seiro Ito 








この現象を指す言葉がホットハンドだ。有名なものは、2015 年に NBA でクレイ・ト














の論文で、「シュートを入れた直後のシュートの成功率 q は、1 本目のシュートの成功率
p よりも必ず低くなる」ことを証明したのである 2。シュート成功直後の成功率の理論値
を q とすると、いわゆるベルヌーイ試行の p、つまり、疲れや相手チームの影響などを
受けない機械のようなベルヌーイ選手の成功率 p よりも、q は必ず低くなる。 
心理学者たちは、実際の観測値がこの q よりも高くなるか検定すべきだったのに、
q より高い p よりも高くなるかを検定してしまった。そのために、実際の観測値が q














 S が起こったときに A が起きる確率= A が起こったときに S が起きる確率 ∗ A が起きる確率S が起きる確率  ・・・式(1) 
 
ここで A を B という文字に入れ替えよう。 S が起こったときに B が起きる確率= B が起こったときに S が起きる確率 ∗ B が起きる確率S が起きる確率  ・・・式(2) 
 
そのまま両辺の比を取ると以下のようになる。 S が起こったときに A が起きる確率S が起こったときに B が起きる確率�������������������������
手がかりシグナル S観察後の確率比= A が起こったときに S が起きる確率B が起こったときに S が起きる確率�������������������������
ベイズ因子
∗









著者たちの別論考の例を使って具体的に考えてみよう 3。第 1 クォーター開始。た
とえば、あなたは厨房で働いていて、お客にアンが来る(A が起きる)のか、ボブが来
る(B が起きる)のか、あなたには見えないとしよう。アンは 100 あるメニューをすべ
て均等に注文する。一方、ボブは偏食でサバ定食しか絶対に頼まない。アンもボブも
同じ確率で来店し、他に客は来ない。つまり、客はアンである確率も、客はボブであ




る確率も 1/2 だから、まっさらの状態の確率比は 1。そして届いた注文はサバ定食(S
が起きる)。客はどっちだろう。 
普通の感覚だと、どう考えてもボブだ。ボブがサバ定食を頼む確率(B が起こったと
きに S が起きる確率)は 1。アンがサバ定食を頼むのは 100 回に 1 回、つまり、A が
起こったときに S が起きる確率(=1/100)なので、ボブの確率が圧倒的に高いはずだ。
そして、この答えも、この考え方も正しい。 



















第 3 クォーター開始。話を本筋のホットハンドに戻そう。A, B, S を次のように読
み替えてみる。A はシュート成功、B はシュート失敗で、S は S 回目のシュートが吟
味対象に選ばれることとしよう。S 回目のシュートを吟味対象に選んだとき、シュー
トは成功(A が起きた)か、失敗(B が起きた)かのどちらかだ。そして実は、S 回目の
シュートが成功しているときに S 回目のシュートが手がかりに選ばれる確率は、S 回
目のシュートが失敗しているときに S 回目のシュートが手がかりに選ばれる確率よ
りも低い。なぜならば、S 回目に成功している世界では、S 回目と S+1 回目を連続成
功の吟味対象に選ぶことができるのに対し、S 回目に失敗している世界では S+1 回目
は連続成功を吟味する対象に選べないからだ。成功して吟味可能な対象が多ければ特


















う。シュート総回数が 3 回で初回に成功したデータがあるとする。1 回目に成功して
いるので、連続成功しているとすれば 2 回目と 3 回目のシュートだ。吟味対象に 2 回
目を選んだ(S=2 である)場合を考えると、2 回目に失敗しているときは 2 回目のデー
タに選択肢が制約されるのに対し、2 回目に成功しているときは吟味対象の選択肢に
は 3 回目のデータも含まれる。2 回目成功のときは 2 と 3 回目が連続成功の吟味対象
になり得るので、2 回目が吟味対象になる確率は 1/2。2 回目に失敗していれば 2 回
目のデータだけが連続成功の吟味対象になり得るので、2 回目が吟味対象になる確率
は 1 だ。失敗している方が連続成功の吟味対象に選ばれやすいのだ。ベイズ因子は 1
よりも小さくなる。 
優勢に試合を運びながら第 4 クォーター開始。シュート成功率が p の選手のまっさ
らの確率比はシュート成功とシュート失敗の比、つまり p/(1-p)だ。S 回目のシュー
トをホットハンドの吟味対象にすると、成功する場合よりも失敗する場合の方が吟味
対象になる確率が高いので(=ベイズ因子が 1 未満)、S 回目のシュートを吟味対象に
するという手がかり観察後のシュート失敗確率は上がり、シュート成功確率は下がる。



































最近の著作に”The effect of sex work regulation on health and well-being of sex 
workers: Evidence from Senegal.” (Aurélia Lépine, Carole Treibich と共著、Health 
Economics, 2018, 27(11): 1627-1652)、主な著作に「開発ミクロ経済学」(『進化する






1 ここでは理解を容易にするために簡単化したが、実際には心理学者たちは 3 本成
功後の成功率と 3 本失敗後の成功率を比較している。Gilovich, T., R. Vallone, and A. 
Tversky. “The Hot Hand in Basketball: on the Misperception of Random Sequences,” 
Cognitive Psychology, 1985, Vol.17: 295–314. 
2 Joshua B. Miller and Adam Sanjurjo, "Surprised by the Hot Hand Fallacy? A Truth in the 
Law of Small Numbers," Econometrica, 2018, Volume 86, Issue 6 (November): 2019-2047. 
3 本稿の例は次の論文を踏襲している。Joshua B. Miller and Adam Sanjurjo. "A bridge 
from Monty Hall to the Hot Hand: Restricted choice, selection bias, and empirical practice," 

















Joshua B. Miller and Adam Sanjurjo の論文概要 2 
